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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 23,053 1.0 4,427 43.0 4,286 24.7 2,925 27.6

2024年3月期中間期 22,827 △3.9 3,095 △49.5 3,437 △47.1 2,292 △49.2

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　3,697百万円 （40.7％） 2024年3月期中間期　　2,627百万円 （△47.0％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 28.48 ―

2024年3月期中間期 22.33 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 57,955 49,703 85.0

2024年3月期 56,427 47,920 84.4

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 49,288百万円 2024年3月期 47,605百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2025年3月期 ― 0.00

2025年3月期（予想） ― 22.00 22.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 2.9 10,000 28.9 10,000 21.5 7,000 23.2 68.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧く
ださい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 105,149,520 株 2024年3月期 105,149,520 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 2,394,440 株 2024年3月期 2,411,340 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 102,745,423 株 2024年3月期中間期 102,668,752 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付
資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、インバウンド需要の拡大や雇用・所得環境の改善など、緩やかな回

復基調となったものの、ロシア・ウクライナ情勢の長期化や中国経済の先行き懸念など不安定な国際情勢の中、物

価の上昇や為替の変動など、依然として先行き不透明な状況にあります。

　当社グループが属する業界では、生成ＡＩ関連を中心とした需要が堅調に推移するとともに半導体の在庫調整が

進んだことにより、半導体需給に改善がみられました。

　このような状況の中、当社グループのエレクトロニクス関連事業において、顧客の設備投資に伴い発生するイニ

シャル部門（特殊ガス供給装置製造、供給配管設計施工）は、主要顧客である半導体工場における設備投資減速な

どの影響を受け低調に推移しました。一方、生産活動に伴い発生するオペレーション部門（特殊ガス販売管理業

務、技術サービス等）は、主要顧客であるＮＡＮＤ型フラッシュメモリ工場の稼働率改善により、特殊ガス販売管

理業務、半導体製造装置メンテナンスを中心に好調に推移しました。

　グラフィックスソリューション事業においては、デジタルサイネージ向け関連製品や放送業界向け製品を中心に

好調に推移しました。

　太陽光発電事業では、三重県内で３か所の太陽光発電所が稼働しております。

　この結果、当中間連結会計期間における売上高は23,053百万円（前年同期比1.0％増）、営業利益は4,427百万円

（前年同期比43.0％増）、経常利益は4,286百万円（前年同期比24.7％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は

2,925百万円（前年同期比27.6％増）となりました。

①　エレクトロニクス関連事業

　当セグメントにおいては、売上高は22,066百万円（前年同期比0.1％増）、セグメント利益は4,916百万円（前

年同期比34.0％増）となりました。

②　グラフィックスソリューション事業

　当セグメントにおいては、売上高は869百万円（前年同期比31.3％増）、セグメント利益は135百万円（前年同

期比26.6％増）となりました。

③　太陽光発電事業

　当セグメントにおいては、売上高は117百万円（前年同期比2.1％減）、セグメント利益は73百万円（前年同期

比0.6％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産の部）

　当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,528百万円増加し、57,955百万円とな

りました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が3,164百万円減少、商品及び製品が782百万円減少したも

のの、現金及び預金が4,316百万円増加、有形固定資産が927百万円増加、仕掛品が369百万円増加したことによ

ります。

（負債の部）

　当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ254百万円減少し、8,252百万円となりまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が118百万円減少、リース債務が85百万円減少、未払法人税等が74百万円減少

したことによります。

（純資産の部）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,782百万円増加し、49,703百万円とな

りました。これは主に配当金の支払2,054百万円があったものの、親会社株主に帰属する中間純利益2,925百万円の

計上、為替換算調整勘定が687百万円増加、非支配株主持分が98百万円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年５月13日付「2024年３月期決算短信」にて公表いたしました通期の連結業

績予想から修正を行っておりません。なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、主要顧客

の設備投資スケジュールの変更、顧客工場における稼働率の大幅な変化などにより、今後の事業活動及び経営成績

に影響を及ぼす可能性があります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,119 10,436

受取手形、売掛金及び契約資産 22,630 19,465

商品及び製品 2,936 2,153

仕掛品 1,201 1,571

原材料及び貯蔵品 3,597 3,789

その他 2,007 1,867

貸倒引当金 △82 △67

流動資産合計 38,409 39,215

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,651 11,192

その他（純額） 5,452 3,839

有形固定資産合計 14,104 15,031

無形固定資産

のれん 864 908

その他 1,016 1,082

無形固定資産合計 1,880 1,990

投資その他の資産

リース債権及びリース投資資産 556 410

その他 1,807 1,428

貸倒引当金 △331 △122

投資その他の資産合計 2,032 1,716

固定資産合計 18,018 18,739

資産合計 56,427 57,955

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,686 2,568

未払金 733 784

未払費用 587 532

未払法人税等 1,448 1,373

賞与引当金 651 743

その他 701 846

流動負債合計 6,809 6,848

固定負債

リース債務 253 167

退職給付に係る負債 961 1,016

資産除去債務 28 32

その他 453 187

固定負債合計 1,697 1,403

負債合計 8,506 8,252

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,317 1,317

資本剰余金 1,821 1,849

利益剰余金 44,776 45,751

自己株式 △1,017 △1,010

株主資本合計 46,897 47,908

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 69 41

為替換算調整勘定 763 1,450

退職給付に係る調整累計額 △124 △111

その他の包括利益累計額合計 707 1,380

非支配株主持分 315 414

純資産合計 47,920 49,703

負債純資産合計 56,427 57,955
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

売上高 22,827 23,053

売上原価 17,746 16,220

売上総利益 5,081 6,832

販売費及び一般管理費 1,986 2,405

営業利益 3,095 4,427

営業外収益

受取利息 23 23

受取配当金 2 3

持分法による投資利益 － 35

為替差益 301 －

受取賃貸料 7 7

助成金収入 2 5

その他 10 11

営業外収益合計 348 87

営業外費用

支払利息 4 3

為替差損 － 222

不動産賃貸費用 1 1

その他 0 0

営業外費用合計 6 227

経常利益 3,437 4,286

特別損失

固定資産除売却損 136 9

特別損失合計 136 9

税金等調整前中間純利益 3,301 4,277

法人税、住民税及び事業税 969 1,260

法人税等調整額 38 38

法人税等合計 1,008 1,298

中間純利益 2,292 2,978

非支配株主に帰属する中間純利益 － 52

親会社株主に帰属する中間純利益 2,292 2,925

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

中間純利益 2,292 2,978

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 35 △27

為替換算調整勘定 296 733

退職給付に係る調整額 2 13

その他の包括利益合計 335 718

中間包括利益 2,627 3,697

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,627 3,598

非支配株主に係る中間包括利益 － 98

（中間連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 3,301 4,277

減価償却費 374 558

のれん償却額 － 70

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 △18

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 90

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 64 73

受取利息及び受取配当金 △26 △26

支払利息 4 3

為替差損益（△は益） △11 51

固定資産除売却損益（△は益） 136 9

売上債権の増減額（△は増加） 162 3,380

棚卸資産の増減額（△は増加） △62 432

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増

加）
450 320

仕入債務の増減額（△は減少） 941 △222

前渡金の増減額（△は増加） 322 45

その他 30 △79

小計 5,678 8,966

利息及び配当金の受取額 19 25

利息の支払額 △4 △3

法人税等の支払額 △2,004 △1,338

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,689 7,650

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,926 △609

定期預金の払戻による収入 2,557 399

有形固定資産の取得による支出 △2,287 △1,584

無形固定資産の取得による支出 △16 △14

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△1,902 －

その他 △185 △20

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,758 △1,829

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △2,053 △2,054

その他 △38 △44

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,091 △2,099

現金及び現金同等物に係る換算差額 113 120

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,047 3,841

現金及び現金同等物の期首残高 8,287 5,367

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 170

現金及び現金同等物の中間期末残高 6,240 9,380

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

エレクトロニクス
関連事業

グラフィックス
ソリューション事業

太陽光発電事業

売上高

外部顧客への売上高 22,045 662 120 22,827

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 22,045 662 120 22,827

セグメント利益 3,668 107 72 3,848

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,848

全社費用(注) △759

その他 6

中間連結損益計算書の営業利益 3,095

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(単位：百万円)

報告セグメント
合計

エレクトロニクス
関連事業

グラフィックス
ソリューション事業

太陽光発電事業

売上高

外部顧客への売上高 22,066 869 117 23,053

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 22,066 869 117 23,053

セグメント利益 4,916 135 73 5,125

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 5,125

全社費用(注) △710

その他 12

中間連結損益計算書の営業利益 4,427

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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